
石渡さん通称綾ちゃん (水族館を公開していた

頃は若い女の子が数人いて,先生以外の職員は,

男はさん。女はちゃんづけだったそうです)は ,

終戦後の昭和25年 5月 31日 付で辞令をもらい,以

来39年 という長きに亘って実験所のために用務と

いう隠れた大変な仕事一筋に尽していらっしゃい

ました。その間,実験所を訪れた学生 。研究者は

今ではそれぞれの分野の第一線に立って活躍され

ており,皆をみてきた綾ちゃんとしては目を細め

る思いでいると思います。

綾ちゃんの仕事は朝は実験所本館の掃除から始

まります。昭和46年迄は数人で手分けをして会議

室の壁板まで拭 く程でした。一服 してか ら宿舎

(昭和50年迄は明治時代の木造建築)に あがり清

掃,こ れが又大変で,は たき,第 1バケツ,雑巾

を使い畳の部屋,長い廊下,離れ,便所 (勿論水

洗でない上に手洗いの水道もついていない)を き

れいにした後.宿泊者の使つたシーツ,枕カバー,

寝巻等の洗濯までしたそうです。今でこそ全自動

洗濯機を使っているものの,当時は盪,洗濯板 ,

固型石鹸でゴシゴシと手洗いをしなければならず

さぞ大変だったろうと思います。それが済むと教

官宿泊部屋の布団敷,その間水族館の忙しい時代

には昼食時の交替の切符切りの手伝もしたといい

ます。四時半になると,再び下に降りて来て水族

館の掃除の手伝をして,五時過ぎに皆一緒に帰路

につくという毎日だった様です。土 。日・祭日は

休みなしで昭和45年頃迄は土・祭日の代休は全く

もらえず,その後土曜半日と日曜日の代体を平日

にもらえる様になったらしい。綾ちゃんの代体は

火曜日の午後から水曜日で,私がここにお世話に

なってからは水曜日は家で休養をとりなさいとい

わんばかりに雨の日がとても多かったと記憶して

います。46年 9月 1日 には水族館が閉館となり,

石 渡 綾 子 さん を 送 る

小 牧 総江子 (臨海実験所)

その掃除はなくなった。51年には新宿舎が完成 し,

電化の恩恵を被る様になった。とはいえ用務の仕

事をするのは綾ちゃんだけになり,臨海実習時に

はやはり大変な事だと思います。現在では朝は 7

時過ぎには出勤し,実験所本館の掃除を一手に引

き受けています。それをこなし,宿舎にあがり掃

除,洗濯と一日中休みなく働き,気候に合せた布

団替えの気配りや,冬でも蚊が出る様なところな

ので殺虫対策など,長 く勤めあげた職員でなくて

は出来ないことをしっかりやって下さっています。

今,綾ちゃんは半生をこの実験所に棒げ輝かしく

退こうとしています。後任もとれないま 綾ゝちゃ

んに今辞められてしまったら, 7万 6千平方米の

土地にちらばっている実験所の管理はどうなって

しまうのでしょうか。本館はもとより,宿舎は荒

れてしまうのではないかと大変不安です。

こ でゝ綾ちゃんの人となりにちょっと触れてみ

たいと思います。とてもタフで働き者であること

はおわかりいただけたと思います。そればかりで

なく頭の方も働き者で,と ても記憶力がよく,実

験所の古い出来事や来所者の事ならまず綾ちゃん

に聞いてみたらという程です。また,絶対に公私

混同をしないことや,曲 ったことが大嫌いで,そ

んな時には誰にでもぶつかって行く程です。お説

教をされたり怒られたりした職員や学生は何人も
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